
提

出

者

島

�

平
成
十
七
年
二
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

二

〇

号

介
護
保
険
制
度
改
革
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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介
護
保
険
制
度
改
革
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
の
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
今
後
、
社
会
保
障
費
は
経
済
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
っ
て
増
大
し
て
い
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
平
成
二
〇
年
度
の
社
会
保
障
関
係
費
は
、
「
平
成
一
七
年
度
予
算
の
後
年
度
歳
出
・
歳
入
へ
の
影

響
試
算
」
（
平
成
一
七
年
一
月
財
務
省
）
に
よ
れ
ば
、
平
成
一
六
年
度
よ
り
三
・
七
兆
円
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
均
衡
化
さ
せ
、
我
が
国
の
財
政
を
健
全
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
一
般
歳
出
の
約
四
割

を
占
め
、
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
関
係
費
の
抑
制
を
図
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
財
政
上
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

社
会
保
障
費
の
約
一
割
を
占
め
る
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
給
付
費
が
毎
年
一
〇
％
を
超
え
て
伸
び
て
お

り
、
こ
れ
を
支
え
る
保
険
料
・
公
費
負
担
も
急
増
し
て
き
て
い
る
。
今
国
会
に
介
護
保
険
制
度
改
正
の
た
め
の
法
律
案
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
の
力
を
生
か
し
、
公
正
で
効
率
的
な
制
度
の
運
営
を
行
う
た
め
、
政
府
に
対
し
以
下
質
問
す
る
。

一

介
護
保
険
制
度
に
関
し
て
、
要
介
護
度
の
認
定
率
等
に
つ
い
て
は
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
第
一
号
被
保
険
者
に
対
す
る
第
一
号
認
定
者
の
割
合
、
特
に
要
介
護
度
が
軽
度
（
要
支
援
〜
要
介
護
二
）
の
認
定

率
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
、
埼
玉
県
は
約
六
％
、
鹿
児
島
県
、
長
崎
県
、
徳
島
県
は
一
二
％
以
上
（
厚
生
労
働
省
、
平
成
一

四
年
度
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
年
報
）
と
さ
れ
、
約
二
倍
の
地
域
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
号
被
保
険
者
一
人

一



あ
た
り
の
支
給
額
は
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
は
一
五
万
円
以
下
、
沖
縄
県
、
徳
島
県
は
二
六
万
円
以
上
（
厚
生
労
働
省
、
平
成

一
四
年
度
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
年
報
）
と
さ
れ
、
約
二
倍
の
地
域
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
都
道
府
県
平
均

保
険
料
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
同
基
準
額
（
第
二
期
）
が
最
も
高
い
沖
縄
県
で
月
額
四
九
五
七
円
、
最
も
低
い
茨
城
県
は
月

額
二
六
一
三
円
、
と
さ
れ
て
い
る
（
厚
生
労
働
省
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
〔
第
一
四
回
、
平
成
一
六
年
六
月
二

八
日
〕
資
料
）
。
こ
の
よ
う
な
地
域
格
差
が
存
在
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
格
差
が
生
じ
て
い
る
要
因
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開

し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

二

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
経
営
主
体
は
自
治
体
又
は
社
会
福
祉
法
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
構
造
改
革
特
別
区
域

に
お
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
又
は
公
設
民
営
方
式
の
仕
組
み
で
株
式
会
社
等
の
参
入
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
施
設
介

護
に
対
す
る
需
要
は
高
く
、
供
給
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。
多
様
な
主
体
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
で
競
争
原
理
が
生
じ
、
よ
り
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
低
廉
な
価
格
で
提
供
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
利

用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
と
い
う
介
護
保
険
の
制
度
趣
旨
を
踏
ま
え
、
構
造
改
革
特
別
区
域
以
外
で
も
、
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
の
株
式
会
社
な
ど
の
参
入
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
民
設
民
営
に
よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
認
め
て
い
く

二



こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
考
え
は
い
か
が
か
。

三

利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
と
い
う
介
護
保
険
の
制
度
趣
旨
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
運

営
状
況
に
関
す
る
情
報
等
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
情
報
開
示
が
必
要
で
あ
る
。
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険

制
度
改
正
法
案
で
は
、
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
情
報
の
公
表
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
情

報
開
示
項
目
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
施
設
入
所
者
の
要
介
護
度
の
改
善
状
況
に
関
す
る
情
報
と
い
う
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
選
択
に
資
す
る
内
容
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

四

三
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
正
確
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
開
示
さ
れ
た
情
報
を
第
三
者
が
検
証
・
評
価
す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

五

介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
将
来
的
に
介
護
福
祉
士
に
一
本
化
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
た
め
に
従
事
者
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
要
件
を
厳
し
く
す
る
こ
と
で
、
不
足

し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
を
さ
ら
に
減
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
高
コ
ス
ト

構
造
に
し
な
い
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
層
を
増
や
す
た
め
の
施
策
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う

三



な
施
策
を
展
開
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


